呼吸器外科　中島　淳です。先ほど耳鼻科加我教授から問題がとどきましたので、「めまい」の問題については、以下のものに差し替えてください。
 

Ｍ２症候学問題　　
めまい　
担当：耳鼻科　加我君孝
 

問題１
   三半規管は18世紀まで聴覚の装置と考えられていた。これが誤りで、めまいとバランスの装置であることを明らかにしたのは誰か。どのようにして証明したか。
   カロリックテストを発見したのは誰か。どのようにして発見されたか。
解答例
   フランスのフルーラン。ハトの三半規管の破壊実験で証明した。
   オーストリアのウィーン大学のバラニー。たまたまレジデントが患者の耳に水を入れ、めまい感と眼振が生じたのを横から見た。それを自分で確かめた。
 

 

 

問題２
　メニエール病の急性期は、患側に眼振が生じる。内耳がどのような機序で興奮状態となり、その信号はどのような神経回路を経て、前庭眼振となるのか。眼振の緩徐相と急速相に分けて説明せよ。
解答例
　蝸牛の中央階が内リンパ水腫状態となり、遂にライスネル膜が破裂する。その結果、内リンパ液と外リンパ液が混ざり、それが感覚細胞を興奮状態にする。その信号が前庭神経を経て、脳幹の前庭神経核、動眼神経系の各核へ伝えられ、眼振緩徐相が生じる。次いでPonsのPPRFより神経信号が動眼神経系に伝えられ眼振急速相が生じる。
以上です。
中島　淳
